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 食べ物と家族との関係は、従来の会話分析による研究では、実際に家族が食べている時

に食べ物に関してどのような話をするかに焦点がおかれてきた。しかし、家族とではなく、

家族以外の人と食べながら話す際、家族について話すことが多く観察される。本研究は、

性（FFF､FFM､FFM､MMM）と年齢（30歳未満と 30歳以上）で組み合わせた、3人の参加者か

らなる試食会のビデオ（日本語 13）を対象にし（ザトラウスキー2011）、どのように食べ

物と家族との関係について話すのかを考察する。考察の観点として以下の 3点を挙げる。 

a.食べ物と家族の話は何がきっかけ（trigger）で始まるのか？ 

b.食べ物と家族との関係についてどのように話すのか？  

c.食べ物と家族の話は参加者の相互作用の中でどのように食べ物の同定

(identification)と評価に影響するのか？ 

 食べ物についての話は、参加者の文化、社会的なグループ(social group)で何が重視さ

れるかを示す(Bourdieu 1984, Ochs & Shohet 2006)。言語の社会化は、子供とその他の

初心者 (novice)が言語とその他の記号論的な様式(semiotic modalities）を通して社

会・文化的な能力(competence)を習得する過程 (Ochs & Shohet 2006: 36)であるが、食

事をしている場面等での言語の使用に基づいて研究されてきた(Duranti, Ochs, & 

Schieffelin 2011; Garrett & Baquedano-Lopes 2002; Kulick & Schieffelin 2004; Ochs 

2002; Ochs, Pontecorvo, & Fasulo 1996; Ochs & Schieffelin 1984, 1985, 2006; Ochs 

& Shohet 2006; Schieffelin & Ochs 1986;Szatrowski 印刷中)。食べ物を通して行われ

る子供の社会化に関する研究では、食事の時間(mealtime)は世界に関する社会、道徳、局

所的な理解を作り出す豊かな舞台であると述べている(Ochs, Pontecorvo, & Fasulo 1996, 

Ochs & Shohet 2006)。Ochs & Beck (2013)はアメリカの家族では何を食べるか、一緒に

食べるかどうか、一緒に食べる場合にはどのような話をするのかを考察している。このよ

うに、実際に家族が食べている時に食べ物に関する話で社会化、食べ物の嗜好、食べる習

慣、家族の役割と関係が相互作用の中から生まれる。しかし、家族以外の人と食べる際に

食べ物と家族に触れることについてはほとんど研究されていない。 

 本研究の資料では、年齢との関係では、30 歳未満の参加者は、自分の家で子供の頃に

食べた食べ物を思い出すが、30 歳以上の参加者は味の嗜好の変化を示すために自分と家

族の話をすることが見られた。食べ物の嗜好はそれぞれの家族で子供の頃から食べている

食べ物の、味、匂い、舌触り、見た目等の経験を通して作り上げられるが、人生の中で嗜

好の変化があった場合、育った家族で食べた食べ物と比較・対照することがある。 

 食べ物と家族との関係の話のきっかけは、試食会で食べている食べ物、試食会の未知の

ものの同定 (identification)や評価を支持したり、自分の行動を説明したりする必要性

等であった。試食会で食べ物と家族については以下のような話が見られた。 
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a.おばあさんのこと（電子レンジで稲光を起こした話、しそジュースを作った話

[JPN2:MMF<30]、おばあさんが作った梅干しの匂い[JPN3:FFF<30]、パンの上にひじきを乗

せて食べる話[JPN11: MMM>30]） 

b.お母さんの行動（母親は辛い物を作らなかった話、母親はコーヒーが好きになった話

[JPN11: MMM>30]） 

c.親のしつけに関する話（ひじきを食えと言われた話、全部食べるように言われた話

[JPN1:MFM>30]） 

d.自分の子供の頃の話（小さい時のお箸の使い方[JPN2:MMF<30]）、食べる早さについての

話[JPN14:MFF<30]) 

e.自分のうちの味についての話（自分とその他の参加者のうちで作るうどんの材料と味

[JPN3:FFF<30]、自分の子供が甘いカレーを食べる話[JPN11: MMM>30]、皆お箸が大切であ

る話[JPN1:MFM>30]) 

相互作用の中では試食会で食べている食べ物の同定 (identification)と評価を支持した

り、皆が楽しむために用いられていた。また、食べ物と家族との関係について話すことで、

自分の生まれ育った状況、親戚に関する情報やその人の個人情報を明かすため、自分がど

のような人なのかというアイデンティティと密接な関係があった。 
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